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This paper is written with intent to interpret and analyze in detail the Gishiwajinden in its 
entirety.
According with the established theory, the total distance from Tai-fang prefecture to the 
country of Yamatai（邪馬台国）, where Himiko, Queen of Wa, supposedly holds her court, is 
12,000-odd. li.
However, this theory is not reasonable, I think.
The reason why is that the Gishiwajinden describes as follows: the distance, 12,000-odd li, is 
from the prefecture to the Queenʼs country, which is, I believe, another name of the country of 
Yamaka（邪馬嘉国）, supposedly located in Northern Kyushu.
Undoubtedly in Yamato area, there existed the country of Yamatai, namely, Yamaichi（邪馬
壹国）in the Gishiwajinden.
However, the country of Yamaichi is not the Queenʼs country, but the predecessor of Yamato 
dynasty.
By the way, as "the Queen of Wa" and as "the Wa ruler friendly to Wei", Himiko reigned 
over the union of Wa（倭連合）for about sixty years.
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はじめに
本稿は、古代の税制研究
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のことである。」、その
後、「四世紀の後半
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































人 文 自 然 論 叢 81-82
　 ｛訳文⒂の訳注｝
 （訳１） 壹與は、倭の大夫で率善中郎将である掖
や
邪
や
狗
こ
ら20人を遣わして張政らの帰還に
付き添わせた。（半島に渡った倭の使者は）そのまま中国の朝廷におもむいて
30人の男女を奴隷として献上し、そのほか白珠５千孔、青大句珠２枚、異文の
雑錦20匹を貢
みつぎもの
物としてささげた。
　　　　（補足説明）
　　　　 この後、魏は265年に滅び、司馬炎（武帝）が晋を建国したが、その翌年の泰
始２年（266年）に倭の女王（壹與）が逸早く朝貢使を送っている（晋書の武
帝紀、および晋書四夷伝倭人条）。なお、日本書紀の神功皇后の摂政六十六年
にも、「是年、晋の武帝の泰初の二年なり。晋の起居の注に云はく、武帝の泰
初の二年（266年、筆者）の十月に、倭の女王、訳を重ねて貢献せしむとい
ふ。」87）との記述がある。
おわりに
『魏志倭人伝』には多くの「国」が登場する。就中、邪馬壹国とその連合諸国そして狗
奴国などの国々は、集落（ムラ）の範囲をはるかに超えたより大きな地域的政治集団、す
なわち「小国」・「クニ」であるとされる。後のヤマト政権での国造はこのような地域的政
治集団の首長の称号であったとされる。日本史教科書の記述するところである。しかし、
その小国・クニの意義・概念は必ずしも明らかではなく、筆者にとって説得的ではない。
あえて「国家の前身」という用語によった（訳文⑾（訳１））所以である。
もう一つの、『魏志倭人伝』研究において回避できない難題は、いわゆる邪馬台国位置
論である。しかしこのテーマは、以前、すでに論じた（拙稿「『魏志』倭人伝に係る、も
う一つの解釈－邪馬台国位置論に関連して－」<注16>参照）。したがって、本稿では、
訳文⑷と訳文⑸の各訳注において、結論的に記述するにとどめた。しかし若干補足する
と、不弥国から「水行三十日陸行一月」の遠絶の地を「邪馬壹国女王之所都」とするの
は、魏に対する警戒心から倭の発信した首都（北部九州と解する。）防衛上の虚偽情報で
あった、ということである。詳細は拙稿を参照して頂きたい88）。
さらに、蛇足であることは承知のうえではあるが、あえてもう一つ付記したい。それは
卑弥呼後の、ほぼ４世紀前半のヤマト政権による列島（主として西日本）統一である。訳
文⑷（訳１）で若干言及したが、このことの象徴的事例は日本書紀による崇神天皇の四道
（とりわけ北陸・西道・丹波）への将軍派遣や景行天皇の筑紫ほかへの九州巡幸であっ
た。いわばヤマト政権西征である。一方で周知の神武東征があるが、これは実は歴史的事
87） 坂本太郎ほか校注『日本書紀（二）〔全五冊〕』（東京、岩波書店、1994年）、188頁、507頁。
88） 田中、註16前掲論文、22頁。
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実ではなく、ヤマト政権の西方支配に伴い開拓されたその坂路を経由しての、東方への文
化・文明の流入、つまりわが国の黎明を告げるあくまでも象徴的な説話、であったのでは
ないか、ということである。
以上をもって、本稿の総括としたい。
（追記）
本稿は、以下の⑴－⑶の拙稿を総括すべく論述した小論である。併読して頂きたい。す
なわち、
⑴ 租税法研究の一環として、古代の税制を考えた「魏志倭人伝『収租賦有邸閣』の解
釈」（『税』第67巻第３号、東京、2012年）、
⑵ その補正稿「邪馬台国における『租』税と『賦』税」（『阪大法学』第62巻第３・４
号、豊中、2012年）、および
⑶ 以上の前提としての「『魏志』倭人伝に係る、もう一つの解釈－邪馬台国位置論に関
連して－」（『大阪学院大学人文自然論叢』第77－78号、吹田、2019年）、
以上の３稿である。
